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課題研究中間報告

妥当性■信頼性を確保した現実的で実効的な評価
一家庭科教員同士の情報の共有や交換を通して一

與那嶺紀子

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻■国頭村立国頭中学校

1. はじめに
改訂された中学校学習指導要領の解説総則編（文部科学省，2017)では，「評価に当たっては，いわ 

ゆる評価のための評価に終わ6ことなく，教師が生徒の良い点や進歩状況などを積極的に評ttし，生 
徒が学習したことの意義や価値を実感できるようにすること」や「評価結果が評価の対象である生徒 
の資質•能力を適切に反映しているという学習評価の妥当性や信頼性が確保されていること」を重要 
視している。また，国立教育政策研究所（2011)は，「評価に関する情報の共有や交換により，担当 
教科，経験ヾ数等に左右されず教師が共通の認識をもって評価に3たることができるようにすること 
が重要である。」と評価方法等の工夫改善について示している。

平成29年度沖縄県公立中学校家庭科教員の配置状況（宫古地区，八重山地区を除く）をみると，沖 
縄県本島4地区（島尻，那覇，中頭，M頭）においては，本務の家庭科教員が配置されている学校は 
个体の約52%，補充教員が配置されている亇校は約17%,非常勤講師の配置（複数校掛け持ちを六む) 
や免許外教員で対応している学校は約31%である1〉。このことから，家庭科教員の配置が一人以下の 
学校や免許外教員で対応している学校も少なくないという現状である。‘カで家庭科教員が配置され 
ている学校でも，全校生徒の学習指導と評価を一人で行う事がほとんどであり，大規模校においても 
家庭科教員の配置が一人という現状は変わらない。このような現状では，学校内で「評価に関する情 
報の共有や交換」は難しく，担当教Hが個々で判断し評価に当たっているのではないかと推測できる。

また，これまでの私自身の学習評価を振り返ってみると，•人で学習指導と評価を行っているとい 
う点から自分自身がれっている学習評価の妥当性や信頼性について常にイヽ安であるという現状があっ 
た。また，I評価」と丨評定」が混同し，成績をつけるため（評定作業のため）の評価であった。そ 
のため，理解が不十分な生徒に対しての手立てなどが十分にできておらず，指導に生かすための評価 
となっていないという課題がある。そこで，妥当性や信頼性を確保しつつ，中学校家庭科における現 
実的で実効性が高い評価にっいて検討していきたい。

2. 研究の目的と方法
(1)目的

本研究では新学習指導要領の完全実施に向けて，中学校技術•家庭科（家庭分野）食生活の領域 
における学習評価に焦点を絞り，「生徒にどのような力が付し、たか」という学習成果を的確に捉え， 
妥当性や信頼性を確保した現実的で実効的な評価が必要であり，具体的な丄夫•改善策を検討し， 
評価そのものを工大•改善する。今回は，新しい評価計画をn滑に実施するために，第1学年から 
取り組むことが重要であると考えた。そこで，勤務校において第1学年で学習する食生活の領域に 
焦点をあてて計画をすることにした。、中学校家庭科で学習する内容の中でも，とりわけ食について 
は生きていくために重要であり，生徒h身が直接的に判断し行動する能力として食生活の領域の学
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びは重要かつ不可欠なものである。また，勤務校では卒業後進学のために親元を離れ寮生活や一人 
暮らしをする生徒もある程度存在している。そこで，この領域に焦点をあてた研究を進める。
(2)方法

まず，これまでの授業実践を振り返り，授業の中でどのように評価場面を設定し，どのような評 
価方法を活用H能なのかを検討する。次に，作成した評価計幽を，複数の家庭科教員で検討し実際 
の評価作業場而で使用，比較•検討することにより妥当件•信頼件を確保できる現実的かつ実効的 
な評価になるように工夫•改善する。

3.文献研究
(1)学習評価の充実

文部科学省(2017)が示した，「妥当性」と「信頼性」を確保した上で，生徒の学習状況を把握し
て，指導の改善に生かしていくことが学習評価には求められている。実際の評価においては，各教科
の冃標の実現に向けた学習状況を把握するために，指導内容や生徒の特性に応じて単元や題材などの
時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工大し，学習の過程の適切な場面で評価を行う必
要がある。その際，学習の成果だけでなく，過程も一層重視し，生徒がどれだけ成長したかという視
点を大切にしなければならない。また，評価方法の改善には，評価規準•基準や評価方法を明確にす
るだけでなく， 「診断的評価」「形成的評価」「総括的評価」を計両的かつ指導に牛かす形で実施し
ていく必要があり，その中で生徒の学習状況をしっかりと把握することが電要である,，また，生徒自
身にも学習の見通しを持たせることや理解
が不十分な点については，どのような手立て

(冋復学習等）が必要かなどを判断し，授業
がねらい通りに展開されていないと判断し
た堤合には，授業計両の修TFを行うことで教
師の指導改善に生かす必要がある（図1)。

また，学習評価の実施に当たっては，評価 
結果について教師同士で検討することや実 図1形成的評価を生かす授業の流れ（一例）

践事例を蓄積し共有していくこと，授業研究
等を通じ評価に係る教師の力量を高めていくことも大切であると文部科学省(2017)は示している。 
さらに，信頼性の向hの観点から，学校が保護者に，評価に関する事前説明をすることや評価結果に 
ついて丁寧に説明するなどして，評価に関する情報をより積極的に提供し理解を冈ることも重要であ 
る。そこで，本研究においても，牛徒や保護者へ指導内容や評価に関する事前説明をすることで，見 
通しをもって学習に取り組むことや評価の信頼性の向上につながると考える。
(2) 「妥当性」と「信頼性」
円屮(2008)によると，評価方法の「妥当性」とは，評価対象をどれほどよく測れているのかを示 

す概念であり，「倍頼性」とは評価対象をどの程度安定的に•貫して測れているのかを示す概念であ 
る。本研究では，教科の目標の実現に向けて設定した指導内容に対する評価について，評価の場面や 
方法が適切であり，学習の成果をより的確に捉えることができる評価方法で「妥当性」を担保する。 
また，評価を行う際に採点の一貫性を追求し，評価者が異なっても同じような採点が行われることや 
同じ評価者が一人の生徒の同じような学習状況を何度か評価をしても同じ採点になることで評価方 
法の「信頼性」を扣.保したいと考える。
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4.課題発見実習を通しての気づき
(1) 課題発見実習I

附属中学校では各教科で色々な工夫が行われていた。振り也りシートの工夫では，生徒白身が単な 
る感想を書いて終わることがないようにどの視点で今口の学習を振り返るのかがしっかりと示され 
ていた。これは，これからg己評価カードを作製する際に参考にしたい。評価については，私自身， 
これまで「評定のための評価」としての考旁が強かったため，教師側が効率よく評価できる事を最優 
先に考えていた部分が大きく，評価を活かし授業改善する視点が弱かった。実習を通して，「普段か 
ら見通しを持った授業を行う事や生徒が探究したくなるような課題設定をつくる事」が効果的な評価 
ともつながるwj能性を感じた。また，学ぶ前と学んだ後の考えの変容を見とることができるワークシ 
ートの作成なども，授業を通して何が身に付いたかを知るためにも大亊だと感じた。

今回の観察実習では，家庭科以外の技能系教科の授業も多く観察した。その中で，「効率よく評価 
するための工夫点」についてどのようなことをしているのかを授業者に質問したが，評価は大変だと 
認識していても効率を求めて評価を行っていると回答した者はいなかった。観察した授業では，教材 
研究を深め，授業実践のどの場面で評価をみとるのかがはっきりと示されており，指導計画や評価計 
画が明確であった。このことからも，効率的に評価を行うのではなく，fp」のために1*卩」を評価するのか 
を明確にすることが結果的に無駄を生じさせず，効率よく効果的な評価へとつながるという作業仮説 
に至った。実習の初めのころは，効果的•効率的な評価を目指していたが，実習において，たくさん 
の授業実践を観察することで，「妥当性•信頼性を確保した評価Iに焦点をあてて現実的かつ実効的 
な提案に資する研究を進めていきたいと思うようになった。その際，教師目線だけでなく，生徒D身 
の学習S欲が高まるような授業実践ができ，身に付けたい力を育成できるような授業実践と評価がで 
きるように研究を進めていきたい。
(2) 課題発見実習n

課題発見実習TT (前半）では，「被服製作」「幼児ふれあい体験（幼稚_での実習）」「調理実習」 
にティームティーチング（TT)で参加した。そのため，実技の授業での評価の工夫について具体的に 
考えることができた。被服製作については，これまでの私は最終的に期限内にできあがった作品で評 
価していた。しかし，作品製作にあたり，毎時の目標をどこまで達成できたかを点検することや授業 
内で目標を達成できなかった場合の手立てとして家庭学習で取り組むことなど，これまで自分自身が 
実践していなかった工夫等を知った。評価にっいても，自分以外の他の家庭科教貝が行う評価を実際 
に見ることができた。また，TTで授業をすることで，手立てを必要とする牛徒へも対応ができ，結果 
としてほぼ全員が本時のU標を逹成することができた。授業者も伍時間しっかりと評価をすることで 
次時の授業へつなげていったことを観察できたことは，今後の実践の参考になった。授業や評価につ 
いても複数の教師で扣談をしながら進めることができた。課題研究の検証の方法として，「複数の評 
価結果から，妥当性•信頼性のある評価になるような工夫•改善点を検討すること」を考えており， 
今回の実習で付:時問の評価にっいて自分の考えと実習校家庭科教員との考えを交換することができ 
た。その中で，大きく評価の仕方に違いはなかった。しかし，免許外の教員が2クラスを担当してお 
り，その際の学習指導や評価についてとても負袒に感じている様十等も見られた。沖縄県の公立中学 
校では，免許外の教員が家庭科の授業を一人で受け持っている中学校もあることから，負担を释減し， 

「妥当性」や「信頼性」を担保するためにも評価場面や評価方法の情報を共有する事はとても重要で 
ある。課題発見実習n (後半）では，実際に食生活の領域で授業を（5クラスで延べ5時間）行うこ 
とができた。その中で，h分h身が想定していた評価基準では評価の「妥当性」を扣.保できず，「い 
つ」「何を」「どのように」評価をする等の，より具体的な評価計画が必要だと感じた。

一19一



課題研究中間報告

0 本時のまとめ 0 今Hのすびを確認し, 
自己評価をさせろw

6 0 己；it-

価から次時 
の授業のT 

夫•改善をす

る。

宿題：1ノー クシート

食品力-卜

食品力-卜

•食品教材 

•はかり 
•ワ-クシ-卜1

•1食分の 

献奶一:、、，

ワークシート

【知識•技能】食 
品群別摂取量の1=1 
安と1口に必要な 
食品の種類と概量 
が分かる。

【主体的に学習に 
取り組む態.度】中 
学生の•日分の食 
事のとり方に関心 
を持ち，必要な栄 
養量を満たす食亊 
のとり方をしよう 
としている。

本時のねらい 
の確認

2 食品群別摂取 
量のy安を知る。

si日分の食品 
の概量:を確認す 
る。

4【課題1】1食
分の献立には，ど 
のくらいの食品 
が入っているの 
だろう。

5【課題2】お弁 
当の日の献立を 
考えてみよう。

食品の特徴を考えなが 

ら，カードを分類させ，本 

時のねらいを確認す6。

2 教科書の表を使いな 
がら，食品群別摂取量の 
目安を確認、さ、辻る。

3 実際に，手ばかり，目 
ばかりをしながら食品 
の概量を実感させる。

4 1食分の献立の写真 
を見ながら，どのくらい 
の食材の量が入って 
るかを考えさせる。

51Rに必要な食品の概 
量を意識しながら献立 
を考えさせる。

6つの食
品群の分類 
ができてい 
ない場六は、 
カード等を 
使いながら 
再確認をす 
る。

概量をイ 
メー ジでき 
ていない場 
合は，再度， 
確認をさ 
せ，課题2 
については
宿題とす
る。

図3 学習指導案の工夫案
[注釈]
1)沖縄県の中学校技術•家庭科の名簿では非常勤講師と免許外教員の欄が一緒になっており，非常勤 

講師が中学校家庭科の免許保持者であるとは断定できない。
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5.これからの研究の取y組み
次期亇習指導要領の完全突施に向けて，これまで 

4観点が用いられていた観点別学習状況が，3観点 
へと変更される見通しである（冈2) cそこで，3 
観点での評価について検討し，指導計1_ •評価計闽 
の作成，評価の場而や方法の丁•夫をする。その際， 
形成的評価をどのように行い，M復学習が必要な場 
合の手立ての仕力等についても学習指導案に記すこ 

とで見通しが持てる指導計画作成をU指す（図3)。
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